


様式１（第４条関係）  
令和　年　　月　　日  
文 化 庁 長 官 殿 

	団体名
	〇〇〇〇〇〇　○○○○○○○

	役職
	〇〇〇

	代表者氏名
	〇〇　○○




令和６年度文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化
（ハラスメント防止対策支援事業））交付申請書 
 
 
標記補助金の交付を希望しますので、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和３０年法律第１７９号）第５条及び文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化（ハラスメント防止対策支援事業））交付要綱第４条の規定により申請します。 
 
 
記 

	１．事業の名称
	

	２．補助金申請額
	金○○○，○○○円

	３．添付資料
	（１）事業計画書
（２）銀行口座情報













							
	担当者名
	〇〇　○○

	連絡先
	**-****-****






様式２（第５条関係） 
○文庁第　　　号
令和　年　　月　　日
団体名
　役職　代表者氏名　殿 
文化庁長官
　　　○　○　○　○
 
令和６年度文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化
（ハラスメント防止対策支援事業））交付決定通知書 
 
令和  年  月  日付け文書で申請のあった文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化（ハラスメント防止対策支援事業））については、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和３０年法律第１７９号。以下「法」という。）第６条第１項及び第８条並びに文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化（ハラスメント防止対策支援事業））交付要綱（以下「交付要綱」という。）第５条の規定により、下記のとおり交付することに決定したので通知します。 
 
記 
 
1 補助金の交付の対象となる事業（以下「補助事業」という。）は、令和  年  月  日付けで申請のあった下記事業とし、その内容は交付申請書記載の事業計画書のとおりとする。 

	事業の名称
	


2 補助対象経費及び補助金の額は次のとおりとする。ただし、補助事業の内容が変更された場合における補助対象経費及び補助金の額については、別に通知するところによるものとする。

	補助対象経費
	金○○○，○○○円

	補助金の額
	金○○○，○○○円


3 当該通知を受けたものは、補助金の交付の決定の内容又はこれに附された条件に不服があるときは、２０日以内に不服申し立てを行うことができる。

4 補助事業者は、法、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律施行令（昭和３０年政令第２５５号）及び交付要綱の規定に従わなければならない。 

（本件担当）
文化庁文化経済・国際課文化芸術活動基盤強化室
電話：**-****-****　　担当：○○ 

様式３（第６条関係） 
令和　年　　月　　日  
文 化 庁 長 官 殿 

	団体名
	〇〇〇〇〇〇　○○○○○○○

	役職
	〇〇〇

	代表者氏名
	〇〇　○○



  
令和６年度文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化
[bookmark: _Hlk142570366]（ハラスメント防止対策支援事業））交付申請取下届出書 
 
 
令和  年  月  日付け   第  　　号で補助金の交付決定を受けた補助事業について、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律第９条及び文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化（ハラスメント防止対策支援事業））交付要綱第６条の規定により、補助金の交付の申請を下記のとおり取り下げます。 
 

記 
 
	１．交付決定通知書の受領年月日
	令和　年　月　日

	２．補助金の交付の申請の取下げを希望する理由
	










	担当者名
	〇〇　○○

	連絡先
	**-****-****


様式４（第８条関係）
令和　年　　月　　日  
文 化 庁 長 官 殿 

	団体名
	〇〇〇〇〇〇　○○○○○○○

	役職
	〇〇〇

	代表者氏名
	〇〇　○○


 

令和６年度文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化
[bookmark: _Hlk142570411]（ハラスメント防止対策支援事業））変更承認申請書 
 
令和  年  月  日付け   第  　　号で補助金の交付決定を受けた補助事業について、下記のとおり事業の内容を変更したいので、文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化（ハラスメント防止対策支援事業））交付要綱第８条第１項により申請します。 
 

記 

	１．事業の名称
	

	２．既交付決定額
	金○○○，○○○円

	３．変更後の交付申請額
	金○○○，○○○円

	４．変更の内容
	

	５．変更の理由
	



※別紙として、当初の事業計画書を訂正したものを提出すること。









	担当者名
	〇〇　○○

	連絡先
	**-****-****


様式５（第８条関係）
○文庁第　　　号
令和　年　　月　　日

団体名
　役職　代表者氏名　殿 

文化庁長官
　　　○　○　○　○
 
令和６年度文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化
（ハラスメント防止対策支援事業））変更承認通知書 
 
 
令和  年  月  日付け文書で申請のあった補助事業の変更については、下記のとおり承認することにしたので通知します。
 

記 

承認内容		変更承認申請書に記載の変更の内容のとおり












 （本件担当）
文化庁文化経済・国際課文化芸術活動基盤強化室
電話：**-****-****　　担当：○○ 

様式６（第９条関係）
令和　年　　月　　日  
文 化 庁 長 官 殿 

	団体名
	〇〇〇〇〇〇　○○○○○○○

	役職
	〇〇〇

	代表者氏名
	〇〇　○○


 
 
令和６年度文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化
（ハラスメント防止対策支援事業））中止（廃止）承認申請書
 
令和  年  月  日付け   第  　　号で補助金の交付決定を受けた補助事業について、下記のとおり中止（廃止）したいので、文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化（ハラスメント防止対策支援事業））交付要綱第９条の規定により、申請します。 
 
記 

	１．事業の名称
	

	２．中止（廃止）する理由
	

	３．事業の実施状況
	



















	担当者名
	〇〇　○○

	連絡先
	**-****-****


様式７（第１０条関係） 
令和　年　　月　　日  
文 化 庁 長 官 殿 

	団体名
	〇〇〇〇〇〇　○○○○○○○

	役職
	〇〇〇

	代表者氏名
	〇〇　○○


 
 
令和６年度文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化
（ハラスメント防止対策支援事業））事業遅延届
 
 
令和  年  月  日付け   第  　　号で補助金の交付決定を受けた補助事業について、下記のとおり所定の期間内に終えることが困難となりましたので、文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化（ハラスメント防止対策支援事業））交付要綱第１０条の規定により届け出ます。 
 
記 
 
	１．事業の名称
	

	２．遅延する理由
	

	３．事業の実施状況
	



 












	担当者名
	〇〇　○○

	連絡先
	**-****-****


様式８（第１２条関係） 
令和　年　　月　　日  
文 化 庁 長 官 殿 

	団体名
	〇〇〇〇〇〇　○○○○○○○

	役職
	〇〇〇

	代表者氏名
	〇〇　○○


 
 
令和６年度文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化
（ハラスメント防止対策支援事業））実績報告書
 
 
令和  年  月  日付け   第  　　号で補助金の交付決定を受けた補助事業について、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和３０年法律第１７９号）第１４条及び文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化（ハラスメント防止対策支援事業））交付要綱第１２条第１項の規定により、下記のとおり報告します。 
 
記 

	１．事業の名称
	

	２．補助金交付決定額
	金○○○，○○○円

	３．添付資料
	実績報告書別紙



※その他、以下についても提出すること。

・事業実施状況がわかる写真資料










	担当者名
	〇〇　○○

	連絡先
	**-****-****


様式９（第１３条関係） 
○文庁第　　　号
令和　年　　月　　日

団体名
　役職　代表者氏名　殿 

文化庁長官
　　　○　○　○　○
 
令和６年度文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化
（ハラスメント防止対策支援事業））額の確定通知書
 
 
 
令和  年  月  日付けで実績報告のあった事業については、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和３０年法律第１７９号）第１５条及び文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化（ハラスメント防止対策支援事業））交付要綱第１３条第１項の規定により、下記のとおり額の確定をしたので通知します。 
 
 
 
記 
 
 
	事業の名称
	

	確定金額
	金○○○，○○○円



 






（本件担当）
文化庁文化経済・国際課文化芸術活動基盤強化室
電話：**-****-****　　担当：○○ 

様式１０（第１４条関係） 
令和　年　　月　　日  
文 化 庁 長 官 殿 

	団体名
	〇〇〇〇〇〇　○○○○○○○

	役職
	〇〇〇

	代表者氏名
	〇〇　○○


 
 
令和６年度文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化
（ハラスメント防止対策支援事業））消費税等仕入控除税額
確定報告書
 
 

令和  年  月  日付け   第  　　号で補助金の額の確定を受けた補助事業について、文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化（ハラスメント防止対策支援事業））交付要綱第１４条第１項の規定により、下記のとおり報告します。 
 
記 
 
	１．事業の名称
	

	２．補助金の額（交付要綱第１３条第１項による額の確定額）
	金○○○，○○○円

	３．補助金の確定時における消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額
	金○○○，○○○円

	４．消費税及び地方消費税額の確定に伴う補助金に係る消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額
	金○○○，○○○円

	５．補助金返還相当額（上記４から３の額を差し引いた額）
	金○○○，○○○円






 
	担当者名
	〇〇　○○

	連絡先
	**-****-****



様式１１（第１５条関係）【精算払】
令和　年　　月　　日  
文 化 庁 長 官 殿 

	団体名
	〇〇〇〇〇〇　○○○○○○○

	役職
	〇〇〇

	代表者氏名
	〇〇　○○


 
 
令和６年度文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化
（ハラスメント防止対策支援事業））補助金支払請求書
 
 

令和  年  月  日付け   第  　　号で補助金の額の確定を受けた補助事業について、文化芸術振興費補助金（芸術家等の活動基盤強化（ハラスメント防止対策支援事業））交付要綱第１５条第１項の規定により、下記のとおり補助金の支払を請求します。 

記 
 
	１．事業の名称
	

	２．補助金の額（交付要綱第１３条第１項による額の確定額）
	金○○○，○○○円

	３．請求額
	金○○○，○○○円













	担当者名
	〇〇　○○

	連絡先
	**-****-****



